
 
- 1 - 

会   議   録 

会議名 

（審議会名） 
第４６回相模原市地域包括支援センター運営協議会 

事務局 

（担当課） 
地域包括ケア推進課 電話０４２－７６９－９２３１（直通） 

開催日時 令和７年７月２５日（金） 午後３時００分～午後４時３０分 

開催場所 ウェルネスさがみはらＡ館７階 視聴覚室 

出 

席 

者 

委 員 １６人（別紙のとおり） 

事務局 ２１人（地域包括ケア推進部長ほか１４人） 

その他      

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一

部不可の場合

は、その理由 

 

会議次第 

１  開  会 

２  あいさつ 

３  議  題 

（１）地域包括支援センターの運営状況等について 

（２）地域づくりについて※旧地域ケア推進会議関連 

（３）介護保険法施行規則改正に伴う柔軟な職員配置について 

４  報  告 

（１）橋本地域包括支援センターの移転について             

（２）地域包括支援センターの公募の実施について            

（３）高齢者ごみ出し支援モデル事業（ふれあい収集）について      

５  閉  会 

 

 

 



 
- 2 - 

審  議  経  過 

１ 開会 

 

２ あいさつ  

 

３ 議題 

事務局より、資料に基づき説明を行った。 

 

相模原市地域包括支援センター運営協議会（以下、協議会）会長が協議会委員を辞職し

たため、協議会規則第３条第４項に基づき久松副会長が議事を進行した。 

   

（１）地域包括支援センターの運営状況等について 

議題のとおり承認された。意見は次のとおり。 

    ・令和６年度介護予防ケアマネジメント及び指定介護予防支援業務の公正・中立性評 

価について 

(坂口委員)事業所の選定について、包括職員へのヒアリングを行ったとのことだ   

が、利用者の希望や意向を客観的に判断する根拠としては、ヒアリングよりも利用

者の希望や意向の記録を確認することが基本かと思う。 

(事務局)ご意見を踏まえ、利用者の意向確認について検討したい。 

 

・令和７年度地域包括支援センターの運営等について 

(坂本委員)高齢者支援センターの時は、高齢者だけが業務の対象だと思っていたが、    

介護予防、認知症対策など、地域包括支援センター（以下、「包括」という。）の業

務は増えている。職員の人数は増えているが、今後全ての業務に対応できるのか疑

問。業務を絞った方がいいが、代わりが可能な業務については、地域の団体にお願

いをして負担を軽くしてはどうか。 

(事務局)包括の業務量が増えているなか、自治会の加入率低下の問題もあり、地域を

支える仕組みの新たな方向性の検討なども必要と考えている。時代の転換点を迎

え、様々な取組みや資源の発掘についてコミュニティソーシャルワーカーと包括等

で連携し、新しいスタイルの課題解決のあり方を探っていきたい。ICTによる負担

軽減などの業務効率化についてもできる限り検討したい。 

 

（２）地域づくりについて 

議題のとおり承認された。意見は次のとおり。 

・令和６年度地域ケア会議の取組報告及び地域課題について 

(坂本委員)委員の皆様はできるだけ地元の地域づくり部会に参加して、現場を把握し

ていただきたい。専門職の貴重なご意見も地域づくり部会に反映されれば、もっと

活発な議論ができる。委員の地域づくり部会への参加について、行政が繋ぎ役をす

るのはどうか。 

https://srb.gyosei.asp.lgwan.jp/HAS-Shohin/page/SJMainMenu.jsf
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(事務局)すでに参加している委員の皆さまもおられるが、必要に応じて、働きかけて 

いきたい。 

(久松副会長)委員の皆様は各団体の選出で協議会に出席されているので、個別に声が 

かかると思う。地域づくり部会で感じた、様々な地域の事情や業務の疑問などを市

に伝え、市はその意見を今後に反映してもらいたい。 

 

・シニアサポート活動及び担い手の育成に関する取組状況について 

(坂本委員)シニアサポート活動の内容について、ごみ出しは週４日なので回数として 

は多くなる。しかし、草取りは回数こそ少ないが１か所につき４、５人で活動を行

う。暑い季節は大変な作業だが、草取りはシニアサポート活動の補助対象ではないの

で補助対象にならないだろうか。 

(事務局)シニアサポート活動の団体が、補助対象活動以外のどのような活動を実施し 

ているか、団体に確認して把握している状況である。委員の意見も踏まえ補助の対 

象となる活動に必要かどうかも考えていきたい。 

(廣瀨委員)草取りをシニアサポート活動の補助対象に含むことについては、賛同す 

る。 

 

(坂口委員)団体数について、通所型が多く、訪問型が少ないため、需要と供給に問題

があると聞いた。訪問型を増やす施策は講じているのか。今の比率でいいのか考え

を伺いたい。 

(事務局)団体数については、各圏域で訪問型の活動がまだ 1団体ずつ揃っていない状

況である。住民主体によるボランティア活動なので、こちらからの働きかけのみで

団体数を増やすことは難しいが、活動を検討している団体等について、コミュニテ

ィソーシャルワーカーの活動の中で、把握や支援をお願いしている。 

(坂本委員)訪問型は各圏域に１つで十分だと思う。圏域の中で担い手を確保し、継続

するのが大事であり団体数を増やしても行き詰まると考える。ただ、中山間地域は

範囲が広いため、別途検討してもらいたい。現場の意見として、対応する側は大変

だと思っている。 

(事務局) 地域のボランティア団体等が生活支援の活動を実施しやすくなるよう、団 

体の実情にあわせてシニアサポート活動の制度を使っていただくとよいと考えてい

る。 

 

（３）介護保険法施行規則改正に伴う柔軟な職員配置について 

事務局より、資料に基づき説明を行い、議題のとおり承認された。 

 

４ 報告 

事務局より資料に基づき報告を行った。 

 

(１) 橋本地域包括支援センターの移転について 

意見は次のとおり。 
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(坂本委員)橋本包括が移転した旧メディカルセンターは市が所有する建物か。 

(事務局)緑区合同庁舎内なので、市の所有建物になる。 

(坂本委員)包括は立地の良さや、ある程度の広さが必要。母体法人の施設や建物が 

空いている場合、そこに移転して良いという方策にはならないか。あくまでも母体 

法人と関係ない場所でないといけないのか。 

(事務局)公正中立性の観点から、運営法人の建物内に包括があることが問題ではな 

いかと意見が出ることがある。できる限り運営法人とは違う場所に設置する方向だ

が、やむを得ず建物が見つからない際には法人内での移転を認める場合もある。 

(坂本委員)将来的に、少し要件を緩めた方がいいと思う。ぜひ検討お願いしたい。 

 

（２）地域包括支援センターの公募の実施について 

 

（３）高齢者ごみ出し支援モデル事業(ふれあい収集)について 

   意見は次のとおり。 

(小林委員)収集対象者を絞る基準は大変難しいと思う。8050問題のように、要介護 

の親と引きこもりの子が同居している場合もあるため、柔軟に考えてもらいたい。 

(事務局)実施状況を踏まえ、検討したい。 

(廣瀨委員)ふれあい収集をモデル事業に選んだ経緯や理由を教えてほしい。 

(事務局)市内で高齢者のごみ出しが難しいと意見があり、まちづくり会議等で議論

した。包括からも、ごみ出しの支援が難しいと相談があった。これまではシニアサ

ポート活動、地区のボランティア活動、自治会による支援等を行っていたが、環境

経済局などと連携し、ふれあい収集のモデル事業の実施を計画した。 

 

(坂口委員)私の所属する自治会でも、高齢者のごみ出しに苦慮している事例があっ

たため、自治会が窓口になり、近隣の住民と交渉することにした。すると自治会に

再度入りたいと、３軒の方がみえた。このような取組みを行う自治会が増えれば、

親族や近隣住民の協力を得ることが困難という課題が解決されるのではないか。 

(久松副会長)そういう事例を多く出して、共通項を見出していきたいと思う。 

 

●全体を通しての質問・意見は次の通り 

(坂口委員)協議会で、委員の質問に対して市は検討や指導をするとの回答があるが、

検討事項に結論が出たら、委員から質問がなくとも市から報告してはどうか。 

   (事務局)現在進んでいる事項は、資料に盛り込み説明するなど、委員の皆さまに情

報提供したい。 

 

    (廣瀨委員)市でモデル事業として議論するにあたり、どういった話し合いの場所

で、どういった課題が出てくると、モデル事業に繋がるのか。住民の意見が反映さ

れ、モデル事業になるものとならないものを分ける過程はどうなっているのか。 

(事務局)地域ケア会議、当協議会、まちづくり会議、市長との懇談会等の中でのご意 
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見、市民の声システムなど、様々な方法で地域住民や団体の意見を捉えている。そ

の後、市の予算配分の優先順位も検討し、施策が決まっていく。市全体の総合計画

や高齢者福祉計画に位置づけられた事業であるかの判断も含め、検討している。 

 

５ 閉会 

以 上 
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相模原市地域包括支援センター運営協議会委員名簿   令和７年７月２５日（金） 

    

№ 委員名 ふりがな 選出団体 出欠席 備考 

１ 石井 和子 いしい かずこ 相模原市民生委員児童委員協議会 出席  

２ 石川 寿美子 いしかわ すみこ 相模原市介護老人保健施設協議会 出席  

３ 梶山 和美 かじやま かずみ 神奈川県看護協会 出席  

４ 小林 輝明 こばやし てるあき 相模原市社会福祉協議会 出席  

５ 坂口 芳郎 さかぐち よしろう 公募市民 出席  

６ 坂本 洋三 さかもと ようぞう 相模原市２２地区社会福祉協議会 出席  

７ 佐々木 美保 ささき みほ 相模原市高齢者福祉施設協議会 欠席  

８ 佐藤 金男 さとう かねお 相模原市自治会連合会 出席  

９ 澤田 弘之 さわだ ひろゆき 相模原市薬剤師会 出席  

１０ 田中 雄一郎 たなか ゆういちろう 相模原市歯科医師会 欠席  

１１ 谷 樹人 たに たつる 神奈川県弁護士会 出席  

１２ 徳田 富美子 とくだ ふみこ 友知草の会 出席  

１３ 内藤 優子 ないとう ゆうこ さがみはら介護支援専門員の会 出席  

１４ 畠山 秀美 はたけやま ひでみ 相模原市老人クラブ連合会 欠席  

１５ 久松 信夫 ひさまつ のぶお 学識経験者 出席 
副会長 

(会長代理) 

１６ 廣瀨 憲一 ひろせ けんいち 相模原市医師会 出席  

１７ 布施 寛 ふせ ひろし 日本公認会計士協会神奈川県会 出席  

１８ 前田 京美 まえだ きょうみ 神奈川県社会福祉士会相模原支部 出席  

１９ 松﨑 貴義 まつざき たかよし 公募市民 出席  

２０ 渡辺 真由美 わたなべ まゆみ 公募市民 出席  

    五十音順 


